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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

東京の西部に位置する羽村市、（人口約5万 7千人）に、市内3番目の特養として平成

11 年に開設し、今年で 15 年が経過しました。『楽しみ』『くらし』～そして『よろこ

び』を理念に掲げ、全員参加による生活援助の実践を目指しています。 

日々の様子は↓こちらでもご覧いただけます。 

https://www.facebook.com/sinmeien 

《１．研究前の状況と課題》 

 特別養護老人ホーム（特養）は、その必要に迫

られていない人にとっては「よくわからない場

所」ではないだろうか。実際に入居している方の

家族でさえも、職員が何をしているのかよくわか

らない、といわれる状況もある。このような状況

は、介護職員が自分たちの仕事の意味を見失うこ

とにもつながり、只々繰り返される業務と呼ばれ

る三大介護に疲弊し離職する者も少なくない。結

果、離職率が高い３K職業として世間一般に認知

され、介護人材不足の負のスパイラルへとつなが

っている、といったことを考えることもできる。

 では、介護職員が求める仕事における“やりが

い”とはなんなのか？これは人それぞれの価値

観、仕事観に関係するため一概には規定できない

が、多くの先行研究において“やりがい”は論じ

られている。その強化方法の一つとして、SNS

を用いた情報発信に着目し、実名利用を基本とす

る facebook（以下 fb）の利用を開始した。 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

≪目標≫神明園の様子や生活支援の仕事を情報

として発信し続けることで、介護、生活支援を

“魅せる仕事”に昇華させる。 

≪目的≫仕事の“やりがい”を客観的な評価や実

感から強化する。 

≪期待する効果≫ 

○職員に対する効果として、来園者との会話の接

点の増加をもたらすｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙとして、ま

た、特養を知らない人たちからのｺﾒﾝﾄや、他、

いろいろな人が自分たちの職場を“見ている”

という感覚を持つことで、仕事への責任感を養

い就業意欲の向上を図ることを期待した。 

○副次的効果として、日常の様子を公開すること

で家族等の信用の強化につなげられること、特

養を知らない人たちにとって、そこにいること

が不幸な選択ではないと感じられるようにす

ること、求職者が介護の仕事を選択する動機づ

けとなること、などを期待した。 
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《３．具体的な取り組みの内容》 

○運用開始にあたって 

開始前に職員全体に向け、fb 運用趣旨及び期待

される効果を説明し、すでに個人登録で利用して

いる者だけでなく、運用への協力を仰いだ。 

○運用開始後 

園内の出来事や日常の何気ない様子など、介護

には直接関係のないことも含め、毎日1投稿をめ

どにﾏﾈｰｼﾞｬｰ 3 名体勢で投稿を開始した。 

４ヶ月が経過した頃、職員あてにｱﾝｹｰﾄで fb の運

用についての個人の見解を確認した。 

○運用開始から1年後 

再び職員ｱﾝｹｰﾄを実施、再度個人の見解を確認

した。また、この段階では、入居者代理人および

一般の fb ﾕｰｻﾞｰへのｱﾝｹｰﾄも実施、期待した副次

的効果の確認も行った。 

《４．取り組みの結果と考察》 

アンケートの結果を中心に要約し、焦点をかえ

考察してみる。 

○職員にとっての fb 

 運用開始前に趣旨説明を行ったことで、それま

で全く興味のなかった者も、運用 4 か月目のｱﾝｹ

ｰﾄでは fb 運用に肯定的な捉え方をしていたが、1

年後にわずかに減少に転じていた。しかし、有効

性の認識は過半数以上であり、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙや情

報元として、活用できる者には有用なものとなっ

ている。しかし、ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄで fb を使わない、ｲﾝﾀ

ｰﾈｯﾄ上の情報公開に否定的に考えている、といっ

た者には、全く意味のないものとなっている。 

○入居者家族（代理人）にとっての fb 

 ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄで利用している方にとっては、非常に

有用な情報提供のﾂｰﾙとなっていた。ただし、代

理人ではその年代的な事を含め、ﾕｰｻﾞｰ層ではな

い、ということが確認できた。 

○一般の fb ﾕｰｻﾞｰからの反応（ｱﾝｹｰﾄから） 

 特養の事をよく知らないという 40 代のﾕｰｻﾞｰ

からの回答が中心となった。その多くは「見てか

ら特養のｲﾒｰｼﾞが変わった」というもので、期待

した効果が得られていることを確認できた。 

《５．まとめ、結論》 

  現在、神明園の“いいね”数は積極的な広告は

行っていないが、1年の間に200前後を推移し、

fb 側 か ら 通 知 さ れ る 週 間 の 閲 覧 者 は

700̃1200程度である。僅かずつではあるが期

待した効果が波及している。それは、SNS 効果

だけと特定できないが「見られている」意識を持

つことは、それを理解できる職員には有効であ

り、来園者の一部からは職員の表情が変わった、

という評価を頂くこともでき、有効性を感じるこ

とができている。 

しかし、同時に、ﾃﾞﾘｹｰﾄな問題として、SNS

を仕事で使う場合のﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄとの混同があげら

れる。また、職員間の利用に対する価値観なども

多様で、扱いを間違えるとｿｰｼｬﾙﾊﾗｽﾒﾝﾄが憂慮さ

れる。このあたりは管理者が問題をきちんと認識

し、対応することが求められるといえる。 

《６．倫理的配慮に関する事項》

 職員、代理人、fb ﾕｰｻﾞｰへのｱﾝｹｰﾄの実施は神明

園園長の許可を得た。職員のｱﾝｹｰﾄは業務として

回答を強制したが、他各ｱﾝｹｰﾄは回答者の意思に

よる自由回答とした。結果のすべては発表者が集

計を扱い、公表にあたっては匿名性を保持できる

よう配慮した。 
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《８．提案と発信》 

 すでにｲﾝﾀｰﾈｯﾄを使った情報発信を積極的にお

こなっている施設も多数ある。こういった情報公

開はより多くの施設で同時に展開されることで、

施設相互で刺激となり、向上心を高め合えること

につながってゆくのではないだろうか。 
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